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 要  旨 
1990年代は脳の時代と言われていたが，それは21世紀の今になっても変わらな
い．測定機器や研究の進展により，我々はこれまでと比較して，自分たちの脳に
ついて様々な知見を得，多くの分野への応用がなされるようになった．これは工
学的な分野においても例外ではない． 
工学的な分野への代表的な応用として，Brain-Computer Interface (BCI)と呼
ばれるコミュニケーションシステムがあげられる．これは人間の運動器官を使わ
ずに，脳波などの脳信号を解析することで，その人自身の意思を外部に伝えるこ
とを目標としている．つまり，BCIが実現すれば，考えるだけで外部の様々な機器
を操作したり，自分の感情を他の人に伝えたりすることが可能になるわけである．
このように，脳を工学的に応用することには多大なメリットがある．そこで我々
は，次の2点について脳の工学的応用の研究を行なっている． 
・脳信号を用いた左右の方向認識（脳動制御） 
・脳波を用いた生体認識 
 脳動制御として我々はこれまでに，脳波のみにより電動車椅子を目標位置に制
御する実験を行った．この実験では80％近い目標到達率を示すことができ，狭い
実験フィールド内ではあるものの，脳動制御の実現可能性を示すことができた．
また現在は，NIRSと呼ばれる近赤外分光法装置を用いて脳の活動を探り，これに
より左右の方向認識を目指す研究を行っている． 
 また脳波を用いた生体認識では，脳波から脳紋というその人固有の生体パター
ンを作り，これにより個人認識を行うことを目指している．本論文では主に，こ
の脳波を用いた生体認識について述べる． 
 
近年，生体認識（バイオメトリクス）と呼ばれる個人認識の方法が注目されて
いる．この方法は，指紋や声紋などの個人ごとに異なる身体の一部や，行動の特
徴を利用して個人認識を行なう．このため，不正な成りすましが困難となるだけ
でなく，忘失の恐れもない．しかし，脳波に着目した生体認識はこれまでに試み
られていない．脳波は個人差が有るといわれており，また複製も困難なことから，
生体認識に適していると考えられる． 
本研究では脳波の測定実験を行い，その測定した脳波について，個人認識の可
能性を検証した．そしてその上で，脳紋の作成方法および個人認識の方法を提案
し，実際に測定したデータに適用した．個人認識の可能性については，脳波の分
類を行い，α波の山に着目することで，14人の被験者の脳波を5つのグループに分
けることができた．脳紋の作成および個人認識については，4つの方法を提案し，
実際に測定した脳波を用いて，認識を試みた．その結果，最も高い認識率で，14
人の被験者に対して，80%の値を得ることができた．このことから，脳紋による個
人認識の可能性を示唆できたものと思われる． 
